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要　　旨

　本研究では、エンパワーメントに関する理論、それを活用した実践活動および研究の動向について概観した。

その結果、エンパワーメント概念は多くの領域においてキー概念とみなされるようになってきていること、基盤

を形成する価値観が存在すること、そして「プロセス」および「アウトカム」の双方を示し、いくつかのレベル

を横断して用いられるという特徴があること、が改めて浮き彫りになった。

　また、近年はエンパワーメントを志向した実践活動の報告も多数見られるようになっており、今後はそれらの

実践活動において獲得された知見を集積、統合することにより、さらなる理論の精緻化および実践活動への貢献

が求められることを示唆した。
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Abstract

　Practical　activities　based　on　empowerment　theory，　as　well　as　research　trends，　were　surveyed．　The

results　showed　that　empowerment　theory　is　being　applied　in　many　areas，　is　valuable　as　a　foundation　fbr

many　processes，　is　applicable　to　both　process　and　outcome，　and　has　the　special　characteristic　of　crossing

multi－1evel　boundaries．

　Also，皿merous　reports　concerning　practical　activities　aimed　at　empowermen七have　appeared　recently．

This　suggests　that　the　accumulation　of　knowledge　in七hese　activities　would　be　usef㎞l　in　refining　both

practical　activities　based　on　empowerment　and　the　theory　itse1£

1）東北大学大学院教育学研究科
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エンパワーメント理論を用いた実践活動および研究の動向と課題

1　はじめに

　近年、人間の健康には疾病の直接的原因ばかり

ではなく、社会的・文化的要因も関連しており、

それらのひずみが健康問題として具現化されてい

ると考えられるようになった！－3）。そのため、それ

　らの問題に対する活動のあり方も社会科学的アプ

　ローチを前面に押し出した「総合的な健康政策樹

立」という方向へ変化すると共に、健康を基本的

人権の一つとして尊重すること、住民を地域で生

活する主体と捉え協働していくことが重要視され

ている1’5）。

　　このような背景のもと、我が国でも、地域保健

学や地域看護学、社会福祉学、コミュニティ心理

学などのヒューマンサービスに関わる領域におい

て、人々が自分自身の生活をより能動的にコント

ロールできる可能性を高めるプロセスを意味する、

　「エンパワーメント」という概念6）が注目され、人

々やコミュニティのエンパワーメントを意図した

実践活動が展開され始めている。しかしその反面、

この概念は理論的にも発展途上であり、研究の蓄

積が必要不可欠であることが指摘されている7．9）。

　そのため本研究では、コミュニティを基盤とし

た活動が展開されている前述の4領域に着目し、

エンパワーメントに関する理論、実践活動および

研究の動向を整理すると共に、今後の課題につい

て考察を行った。

皿　エンパワーメントに関する理論

1　エンパワーメント概念の起源および変遷

　　エンパワーメントという用語が最初に用いられ

　たのは、17世紀であり、「権利や権限を与えること」

　という意味の法律用語としてであるとされている12）。

そして1960年代と1970年代のアメリカ公民権運動

やベトナム反戦運動といった社会運動、あるいは

政治的な文脈の中で用いられるようになり珊11ω、

さらにこの用語を用いた論文が目立ってくるのは、

1980年代15’16）あるいは1990年代7」6）に入ってからで

あることが指摘されている。また日本においては1

995年以降になって、この用語を表題に据えた書籍

が相次いで出版されたり17’2°、雑誌で特集が組まれ

たり2ト2Dするようになっている。

　次に、先に述べた4領域においてこの用語が用
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いられてきた文脈の変遷について述べる。

　はじめに、地域保健学、地域看護学領域では、

疾病のリスクファクターとされるパワーレスネス

への注目に伴って提唱されるようになった、「エン

パワーメント教育」の中で用いられたのがその起

源である26籾。そして近年は、諸外国においても、

我が国においても、プライマリヘルスケア、ヘル

スプロモーション、及びヘルシー・シティーズ・

プロジェクトとの関連で頻繁に用いられるように

なっている1°2（樹。

　また、日本におけるエンパワーメント概念の普

及にあたっては、地域看護学領域における実践活

動の蓄積も関連すると思われる。例えば久常’6）は、

住民による健康学習の展開において、1986年の段

階で「主体形成」という用語を用いており、この

エンパワーメントに相当する概念が存在していた

といえよう。さらに近年、この概念を積極的に用

いている麻原9）が「保健婦活動を一言で表現してく

れるような言葉」と称しているように、エンパワ

ー メントは地域看護学領域の専門性、即ち「コミ

ュニティの個人や集団に対してケアを提供しなが

ら、健康問題を生じている人々の共有する環境に

働きかけ、必要に応じて制度やシステムを変えな

がら、コミュニティ自身が主体的に問題解決でき

るよう援助していく」活動川を示す、一つのキー

概念と考えられるようになっている1’9138139）。

　このように、これらの領域におけるエンパワー

メント概念は、当初健康問題を有する人々すなわ

ち「パワー」の欠如状態に陥りやすい人々を対象

とした活動の中で用いられてきたと考えられるが、

今日では健康レベルを問わない活動、さらにコミ

ュニティづくりとも関連する活動においても用い

られるようになってきているといえよう。

　次に、社会福祉学領域におけるエンパワーメント

概念の成立にあたっては、ソーシャルワークの萌芽

期における社会改善への取り組み、具体的にはAddams

らを中心とするセツルメント運動における思想が

大きな影響を与えたと考えられている1回）。そして

その後、1960年代から1970年代にかけての「人間

一 社会環境」の相互作用への着目を経て、1980年

代にさらに注目を集めるようになったことが指摘

されている1（D。またこのような背景の中で、エンパ
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ワーメント実践理論の展開における先駆的役割を

果たしたと考えられているのが、1976年にSolomonl2｝

が出版した「Black　empowerment：Social　work

in　Oppressed　Communities」という著書であり、

これがエンパワーメント概念の起源として位置づ

けられることも多いM）。そして今日では、このよ

うな背景を踏まえ、女性、貧困層、障害者等に対

応する「エンパワーメント・アプローチ」として

整理され、ソーシャルワークの基本的枠組みとし

て用いられるようになっている15）。

　このように、この領域におけるエンパワーメン

ト概念は、当初から差別や抑圧により「パワー」

の欠如状態に追い込まれがちな人々を対象とした

ソーシャルワーク実践の中で用いられており、そ

の後の発展を経てキー概念の一つとして位置づけ

られるようになったといえる。

　最後に、コミュニティ心理学領域においては、

Rappaport6）の　「In　Praise　of　Paradox：Asocial

Policy　of　Empowerment　Over　Prevention」がエンパ

ワーメント概念の起源とされている43）。そして以後、

セルフヘルプグループや相互支援（mutual　aid）

といった当事者運動と密接な関わりを持ちながら、

当事者と専門職の関係性を重要視しつつ、この領

域における理論的支柱として論じられてきたとさ

れている44）。そして特に近年は、地域精神保健活

動をはじめとする社会運動とエンパワーメントの

関連も論じられるなど45）、以前にも増してコミュ

ニティを意識した活動が展開されていることが推

測される。

　以上4領域について概観したが、これらのこと

から、この概念は今日に至るまで各領域の文脈で

用いられてきたこと、そして近年になって共通し

てキー概念に据えられるようになったことが示唆

されよう。しかし、この用語の普及に伴い、日常

的に幅広い文脈で用いられることも増え、それに

よって、理論的明快さを欠くという指摘、あるい

はその意味内容を疑問視し、使用を控えるように

という主張が見受けられるなど、いくつかの弊害

も示唆されるようになっている25測。そのため、こ

の概念が本来有している価値観や考え方の再認識

が必要と考える。

2．基盤となる価値観・考え方

　　この概念の基盤となる価値観について、久木田12）

　は、「すべての人間の潜在能力を信じ、その潜在能

　力の発揮を可能にするような人間尊重の平等で公

　正な社会の実現」と述べているが、ここに含まれ

　ているような潜在能力、能動性、強さ（strength）

　など人間の肯定的な側面への着目了’16謝が、まず特

徴の一つとして挙げられる。また、Zimmerman48｝

　が「多くの社会問題は、資源の不公平な分配やア

　クセスにより存在する」と述べているように、社

　会政治的な文脈において問題を捉えるという点も

　特徴といえよう。

　　また、これらの実現に向けた専門職と対象者の

　関係性については、Duffyら4”）による、「様々な関

　わりの中で対象者自身がエンパワーされ、そのこ

　とによって独力で何かができるようになる」とい

　う指摘が基盤をなすと思われる。そして、専門家

　を「協力者（collaborator）」や「促進者（facilitator）」

　等のコミュニティの資源として捉えるという、対象

　と専門家の役割関係の再定義48）、また「empowering

　profession」として示されている「側面的援助者」、

　「社会制度における改革と変化を促進する役割」

　という方向性15）は、エンパワーメントを志向した

　実践活動においても重視すべき点であろう。

3．エンパワーメントの概念とその特徴

　　まず、エンパワーメントの代表的な定義靱5°－53｝

　を表1に示す。そしてこれらを概観したところ、

　どの定義にも共通して「プロセス」を意味する用

　語が用いられており、この概念の特徴の一つであ

　るといえる。このことは、多くの研究者により指

　摘されており1°2D、また具体的なプロセスも提示さ

　れている。例えば、麻原9）は、個人のエンパワーメ

　ントプロセスとして、①個人の持つ潜在能力、一

　貫性への希求、②自身の客体視、③新しい価値観

　の獲得、④問題解決の方法の習得と実践、問題解

　決能力の獲得、の4段階を示しており、実際には

　このように単純なプロセスではなく、他者との相

　互作用において行きつ戻りつしながら複雑に経過

　していくという見解を述べている。そして、その

　プロセスを漸進するものとして、集団の力の存在

　を挙げている。また清水1°）は、①グループへの参

　加、②グループ内での対話・問題に対する批判的
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エンパワーメント理論を用いた実践活動および研究の動向と課題

表1　代表的なエンパワーメントの定義

定義者 定　　　　　　　　　　　　義

Solomon

　　（1976）

スティグマ化されている集団の構成メンバーであることに基づいて加えられた否定的な評
価によって引き起こされたパワーの欠如状態を減らすことを目指して、クライエントもし
くはクライエント・システムに対応する一連の活動にたずさわる過程

Rappaport
　　（1981）

個人、組織、コミュニティが自分自身の生活を統御できるその過程であり、メカニズムの
こと

Wallerstein
　　（1988）

コミュニティやより広い社会において、自分たちの生活を掌握していくことへの、人々や
組織やコミュニティの参加を促進していくソーシャル・アクションの過程

Zi皿mermanら
　　（1988）

個人が自分自身の生活全般にわたってコントロールと支配を獲得するのみならず、コミュ
ニティへの民主的な参加にも同様にコントロールと支配を獲得する一つのプロセス

Guti6reez

　　（1990）
個人がそれぞれの生活状況を改善するための行動を起こすことができるよう、個人的、対
人的、政治的なパワーを強めていく過程

Segalら
　　（1995）

パワーレスな人たちが自分たちの生活への統御感を獲得し、自分たちが生活する範囲内で
の組織的、社会的構造に影響を与える過程

検討、③問題意識と仲間意識の高揚、④行動、の

4段階を挙げており、こうした行動やその成果が

新たな参加やより熱心な参加を促すことで、新た

なエンパワーメントの過程が始まっていくとして

いる。さらに、Gutierrez52）は、順序性や重要性の

優劣は想定していないものの、①集団的な体験を

通しての正当化、②批判的思考と活動のための知

識と技術の獲得、③内省的な活動、を挙げている。

　また、この「プロセス」を意味するという特徴

と関連し、「プロセス」と「アウトカム」の双方を

内包しているという指摘も見受けられる。特に

Zimmerman】8）は、この両者を区別して論じること

の重要性を示唆し、またその一例として表2を示

している。

　さらに、これらの定義には、個人、組織、コミ

ュニティや社会など、複数のレベルが含まれてい

た。野嶋’‘）は、このような特徴に注目したHawks55）

の論文を援用し、個人・対人関係・集団・組織・

社会などを、また、Guti6rrez52）は、個人的（個人

的な事柄を解決したり影響を与える能力に関する

感情や認知）、対人関係的（問題の解決を促す他者

との経験）、環境的（セルフヘルプの努力を促進し

たり妨害する社会的制度）の3つのレベルを挙げ

ている。さらに、清水1°）は、個人（一個人が個々

の生活に対して意思決定をし、統御できるように

なる、またはできていると感じられるようになる

こと）、組織（組織の中で個人が意思決定の役割を

担うことで自らの統御感を高めたり、組織がコミ

ュニティレベルでの決定や資源の再分配に影響力

を及ぼすことができるようになること）、コミュニ

ティ（コミュニティが個人なりグループが必要に

応じて行っている努力に対して、社会的・政治的

・ 経済的な資源をより大きな社会から獲得してき

たり、そうした資源をより使いやすい形にして提

供していくことになること）の3段階を示してお

り、他の多くの研究者も同様の段階を示している‘8・

5L55）。これらのことから、このようなレベルの多様

性もこの概念の特徴であるといえよう。また実践

活動や研究においては、これらそれぞれのレベル

について理解していくこと48｝、焦点を当てるユニ

ットを明確化すること24）などが必要と考えられて

おり、留意すべき点であると思われる。

　しかしその一方で、このような各レベルは相互

作用を有しているこど゜’3°15D、あるいは連続体であ

ること52）、さらにはエンパワーされている個人の

総計が組織やコミュニティのエンパワーメントと

いうことではないということ48）も指摘されている。

そのため、活動や研究においては、これら各レベ

ルの関係性を念頭におくことがさらに重要であり、

最終的にはこれらを統合した理論の形成も求めら

れていくと考える。
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表2　エンパワーのプロセスとエンパワーのアウトカムの比較

分析の水準 プロセス（力をひき出す） アウトカム（力をひきだされる）

意思決定スキルを学習 統制の感覚
個　　　　人 資質・資源を管理する 批判的な認識

他者と活動する 参加の行動

意思決定に参加する機会 資質・資源を求めての効果的競い合い
組　　　　織 責任が共有される 他の組織とのネットワーク形成

リーダーシップが共有される 政策への影響

資質・資源へのアクセス 組織の連合
コミュニティ 開かれた統治の構造 多文化共生社会のリーダーシップ

多様性の許容（耐性） 住民の参加のスキル

※文献48）より引用

皿　エンパワーメントに関する理論を用いた実践活

　動および研究の動向

　　先にも述べたように、エンパワーメント概念は

　文脈に依拠した複数のレベル、プロセスおよびア

　ウトカムを内包している。そのため、すべての実

　践活動に適合するモデルの提示にも困難さが伴う。

　しかし、実践活動を分析することにより見出され

　た、活用可能な示唆は、先に述べた4領域でも見

　受けられてきている。そこで、本項では、エンパ

　ワーメント理論を活用した実践活動に関する研究

　のうち、言及されることが少ないものの、今後展

　開される実践活動が増加し、理論的整理が特に必

　要と思われる、コミュニティレベルに焦点を当て

　たものについて概観していく。

　　まずこのレベルに焦点を当てた実践報告の傾向

　であるが、施策形成や地域組織活動（community

　organization）への関与過程について言及したも

　のが多く、また用いられている手法としては、参

　加型アクションリサーチ（participatory　action　research）

　やエスノグラフィー（ethnography）などのコミュ

　ニティに基盤を置いた調査（community－based

　research）が頻繁に見受けられた8133’35・56’63）。これら

　の調査では、外部の研究者とコミュニティ内部の

　住民との共同的実践が重視され、共通知識

　　（common　knowledge）やローカルな知識（10cal

　knowledge）の創造、社会変革を起こすためのソ

　ーシャルアクションの生成、及び関与者やコミュ

　ニティのエンパワーメント等がその成果として挙

　げられている＆3蹴56－58）。

　　そこで、次にそのような実践活動の例、及びそ

れらに関する研究から得られた知見について、代

表的なもの33’57杣を表3に示す。なおこれらの論文

は、実践活動の概要と理論的示唆の双方が含まれ

ていることという視点で選択した恣意的なもので

あるため、すべての実践活動およびそれらに関す

る研究の傾向を反映したものとはいいがたい。し

かし、特に研究の傾向について述べるならば、そ

の大多数が、ある一定の枠組みに沿った展開過程

についての記述という段階に留まっていることが

推測される。

　またこの点と関連して、Fynn33）はコミュニティ

エンパワーメントの評価と測定に関する課題に言

及し、①実践活動における関与者の認知について

の情報を得ること、②実践活動そのもののアクシ

ョンをみること、の2つのアプローチの必要性を

示唆している。特に①については、言及している

研究も数少ないことが予測されるため、今後の研

究における課題と考える。

N　おわりに

　　本研究では、エンパワーメント理論、それを活

　用した実践活動および研究の動向について概観し

　た。その結果、エンパワーメント概念は、多くの

　領域においてキー概念とみなされるようになって

　きていること、基盤とすべき価値観が存在するこ

　と、この概念は「プロセス」と「アウトカム」双

　方の意味を内包し、いくつかのレベルを横断して

　用いられるという特徴があること、が改めて浮き

　彫りになった。

　　また、近年はエンパワーメントを志向した実践
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活動の報告も多数見られるようになっており、今

後はそれらの実践活動において獲得された知見を

集積、統合することにより、さらなる理論の精緻

化、及び実践活動への貢献が求められるであろう。

表3　コミュニティレベルのエンパワーメントを志向した実践活動に関する研究

フィールド 実践活動の概要 研究目的及び結果の概要

アメリカ合衆国 ●名称：Healthy　Cities　Indiana、「CITYNET ●研究目的：エンパワーメントに導いているアクションリサー
インディアナ州：1：” Healthy　Cities」うち2事例 チの結果の分析枠組みをCITYNET　HC　Project

●内容：健康に関するコミュニティの問題解決 の2事例に適用し、その具体例を提示すること

を意図したプロジェクト ●結果の概要：

●手法：アクションリサーチ（action　research） 1，コミュニティエンパワーメントとアクションリサーチの関

※参加者は、多様な領域における地域の代表 連を証明する概念（文献検討による）：以下の点が見出され

者と地方政府の職員（それぞれのプロジェ た。

クトにより異なる）。 ①コミュニティについての焦点、②市民参加、③情報と問題

解決、④パワーの共有：公平と社会的な公正、⑤生活の質

2．これらの概念に沿って、各事例の展開過程が記述されてい
た。

アメリカ合衆国 ●名称：特になし ●研究目的：活動への参加者のエンパワーメント（アウトカ
ミシガン州56｝ ●内容：ホームレスを取り巻く社会問題の解決 ム）、及びPR介入自体をモニターすることにより、

を意図した組合を創造 介入の成果を調査すること

●手法：参加型リサーチ（participatory　research） ●結果の概要：

※参加者は、ホームレス、かつてホームレス 1．エンパワーメントの構成要素である、自尊心、自己効力感、

であった人。外部の研究者はアドバイザー 政治的有効性感覚、批判的な認識、コミュニティ感覚／結合

として参加。 の感覚、ソーシャルアクション、ソーシャルアクション技術

のいくつかについて、標準グループより介入グループの法が

より高いスコアを示していたことが見出された。

2．PR介入の構成要素：①研究、②教育、③ソーシャルアク

ションを枠組みとし、その展開過程が記述されていた。

カナダ ●名称：Health　Canada‘s　Seniors　lndependence ●研究目的：参加型アクションリサーチにコミュニティを巻き

ブリティッシュ Program「The　STEPS　Project」 込むための方略を明確化すること

コロンビア州‘” ●内容：高齢者や障害者の転倒を予防する環境 ●結果の概要：以下の点が見出された。

づくりを意図したプロジェクト 1．活動の成功要因：コミュニティの完全な参加とインボルブ

●手法：参加型アクションリサーチ メント

（participatory　action　research） 2．コミュニティインボルブメントの重要な要素：

※参加者は種種の地域団体を代表する高齢者 ①参加に対する計画を立てる、②コミュニティインボルブ

や障害者、政府機関の職員、外部の研究者。 メントの構造的な構成要素（運営委員会を発展させる、運営

委員会でのミーティングを促進する、コミュニティを巻き込

む、タイミング、プロジェクトを終える）、③PARの哲学を生

かす（コミュニティを引きつける、研究一致を促進する、パ

一 トナーシップを促進する）④コミュニティのための研究の

信頼性を高める、⑤必要とされるリーダーシップのタイプ

日本 ●名称：出雲健康文化都市プロジェクト ●研究目的：市民参加型ヘルスケア政策の確立と実施プロセス

島根県出雲市b：9 ●内容：市民参加によるヘルスケア政策の確立 における、「参加型行動研究」手法の成果と課題

●手法：「参加型行動研究」　（participatory を検討すること

action　research） ●結果の概要：以下の点が記述されていた。

※参加者は、住民、行政職員、外部の研究者 1．市民参加型ヘルスケア政策の内容及び確立過程

など 2．市民参加型ヘルスケア政策確立・実行過程において関与者

の担った役割、「参加型行動研究」において用いた手法

3．「参加型行動研究」の課題は、①市民参加型研究機関の政

策提言能力と学習機能の強化、②政策の意思決定過程への市

民参加の強化、評価についての情報公開、③財源と権限の問

題
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